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日本語と中国語の音節ー 3-

MIはモーラ音索／R／は反音音素（たとえば＜計＞／keR/)。/JI

会 ・くい位＞の＜イ＞音。／N／は挽音音索＜ン＞，／Q／は促音

下ヽツ＞を表わす。これらのモーラ音素は前行母音に強さの谷なく

がり．それ自体では音節を構成しないが 1モーラすなわち 1拍の
是さに該当するという共通の特徴を打する

2-2． 国広氏の侶造規則からも分かることだが日本語の場合 ＂モー
ラ＂と“音節＂との関係

（ 
ーラ I 

つまり，日本語の 1音節は/M/が存在すれば2モーラであり，/Mlが存在
しなければ1音節は1モーラである

2-3. 日本語の音師は中国語の音節に比べて阪昧なのが特徴である

＞＜敵腔＞は次のようにいく通りにも発音される

ケ ・イ・カ ・ク kc-i-ka-ku (4モーラ． 4音節）

ケイ ・カ ・ク kcJ-ka-ku (4モーラ，3音f!n)

ケー ・カ ・ク kcR-ka-ku (4モーラ．3音節）

テ・キ ・カ ・ン tC-Ki-Ka-N (4モーラ，4音節）

テッ ・カン teQ-kaN (4モーラ，． 2音節）

つ空り．ゆっくり丁寧に発音すれば，音通に発音した場合より音節数が荊

えるのである。しかしモーラ数はいかなる場合でも一定している。ここに

日本語の発庁のー＊枯窃がホるのである。

迅女定しているが．モーラの翻類には不安定な面があ

ご院して次のような現象が起こるる

i≫サカダル（洒柑）

'ヽ 巧抑入 ：ハル＋アメニ・→ハルサノ（呑雨）

脱落 ：カワ＋ハラー→カワラ（河原）（これはモーラ数にOO係し

てくる）

i≫タライ（盟）

：► ヒッパル（引っ張る）

:＞サンミ（王位）

では．元来の日本面にはないモーラを表わすことが可能であ

(247) 
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④ [tsa]＜ツァ＞ ：オ トッツァン

@ [tse]＜ツ ェ＞ ：シャンツェ

◎ [ti]＜テ ィ＞ ：ティー ・パーテ ィ（＜チー ・バーチ＞とは言わない）

◎ [di]＜ディ＞ ：ビルディング

R ［①a］＜ファ＞ ：ハイ ・ファイ（＜ハイ ・ハイ ＞とは言わない）

◎ ［①i］＜フィ＞ ：フィクション（＜ヒクション＞とは言わない）

① ［①e]＜フェ＞ ：カフ ェー

R [va]＜ヴァ＞ ：ヴァイオリン

⑨ [vi]＜ヴィ ＞ ：ヴィタミン

R [kwe]＜クェ＞ ：スクェア ・ダンス

R [kwo]＜クォ＞ ：クォータリ

また元来の日本語になかった／s//N//Q.／が，日本語の音韻として定着

したこともその 1つの現われである。

中国語では音節が安定を欠く例としては， 変調 (3 声十 3 声~2 声＋

3声），音韻縮約 (pai+r―→par（牌ル））以外の現象が見られないこと，
外来語を現わすために使用されるとされるVも，実際にはまず使用されな

いこと，また元来の中国語が，外国語の影響で音韻変化を起したことは，

少なくとも中古漢語以降ではまずないと考えられる〔補注①〕ことなど，

日本語と非常に対照的である。

§ 3 中国語の音節

中国語では日本語と違って “時間”の単位を設定する必要がない。以下

その理由を説明する。

3 -1. 中国語は日本語と違って，丁寧に言うかそうでないかによって

音節数が変わるということがない。これは中国語には声調があって，これ

が音素連続を 1つの音節にまとめる役割を担っているからである。日本語

にも高低アクセン トがあるが，それはモーラごとに定まっている‘‘高”（あ

るいは“低’'）であって，音節をまとめる役割はもっていない。

3-2. 中国語の音節は，その時間的長さが画ー的でない。例えば軽声

音節の長さは，ザ ドエンコ氏によれば次のようになる〔注④〕。（単位は％o

秒。 • 印はその後の音節が軽声であることを示す）
例 語 語全体 前音節

東西＜束西＞ 44 20 
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d, t, 1 ’ n 

g, k, h 
、ー‘ 、- ‘s” , r z, C, 

z, c, s 

, I 

声 調 ：1.2, 3, 4/ 
3-5. 中国語の構造規則を作成するに当たって，次のような便宜的措置

を施した。

イ． 「r化韻」は考慇しない。（「二」「児」などの/'dr／も同様）

ロ．eは感嘆詞にしか使われないので無視する〔注⑧J。
ハ．所謂＜中国語音節全表＞では，bou, biu, piu, fai, fao, tei, ten, 

tiu, nun, len, chei, shong, ra, rai, rei, ruai, ruang, ceiに該

当する部分が空き間になっているが，日本語の音節＜ミュ＞が，実際

には使われることがないのに，モーラとしてリストされているのに従

ぃ，上記の音節も現実に存在するものとした（金田一春彦氏によると，

＜ミ ュ＞は和語としては＜大豆生田オオマミューダ＞という人名にし

か現われないそうである）。上記の音節を空き間のままにしても，構

造規則を作成できないことはもちろんないが，規則が極度に複雑にな

る。

二．声調はすべての音節に 1,2, 3, 4声が具わっているものとした。
ホ．菊田正信氏は，舌面音[tG,tQ‘,e]を舌端音[ts,ts', s]の口蓋化

されたものと解釈されているが，箪者は舌根音 [k,k', X]の口蓋化

されたものと解釈した。その理由は，歴史的にはどちらの解釈も可

能であるし，筆者の解釈に従えば，音素／g,k, h/は音素／’/ととも

に，すべての韻母と結合が可能になり，構造規則が簡単になるからで

ある。／g,k, k, h/と／’/の，韻母との結合能力が全く同じであるとい

うことは，I'／を無声の／h／に対する有声喉音音素であると解釈する可

能性がある。

3-6. 中国語の音節構造規則は次の通りである。

1 中国語の音節一→／I(M)VE•T/

2 /I/→ {／I1~81} 
3 /I正→{/b,p, m/} 

4 /I2!-➔ /f/ 
5 /13/-> {/ d, t/} 
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1 唇音／b,p,m,f／を／b,p,m/(=/I1/）と／f/(=/12/)に分けたのは，介母

/i／と共起するのは前者に限られるからである。（歴史的な音韻学で言

う 「重唇音」と「軽唇音」の差である）

2 主母音／1／は韻尾として／り／のみをとる。（→規則12)

3 主母音／a／はいかなる子音とも結合するし，またいかなる韻尾とも結

合する。（→規則12)

4 声母および韻尾との結合能力において／a／は／1／と／a／との中間に位

置する。（→規則12)

5 介母／i／は韻尾／j／と共起しない。（→規則13)

6 介母／u／は韻尾／w／と共起しない。（→規則13)

7 介母／同1は韻尾／j//w／のいずれとも共起しない。（→規則13)

8 介母／詞／の声母および韻尾との結合能力は，／i//u／に比べて非常に

小さい。（→規則13)

§ 4 日・中両語音節の比較

以上，日本語と中国語の音節について説明してきたが，ここで“まえが

き”で述べた＜日本語の音節は中国語の音節に比べて構造が単純で種類が

少ない＞ということが，真であるかどうかを検討してみる。

4-1. 2-1および3-6で， 日本語および中国語の音節は，それぞれ次

のような構造をもっていることが示された。

日本語の音節 ／C(S)V(M)/ 

中国語の音節 ／I(M)V E / 

記号の使い方が日 ・中両語で統一されていないので，比較の便宜上，記号

の使い方を次のように調整する。

イ．日本語の /Ml（モーラ音素）は必ず音節末尾に位置するから，中国

語のIE/（韻尾）に相当すると考えることができる。

ロ．中国語の/I/（声母）は子音であり，必ず音節冒頭に位置するから，

日本語の／C／に相当すると考えることができる。

ハ．中国語の/M/（介母）は半母音であり，そして必ず声母と主母音との

間に位置するから， 日本語の／S／に相当すると考えることができる。

以上のイ～ハによって日 ・中両語の音節構造を也きなおすと次のようにな

る（中国語の声調は一応無視する）。

(252) 
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B本面と中国語の音団ー 9-

日本語の音

中国語の

-のよ

る

イ． IE／に（ ）が付いているかどうか。しかし中国語の/E／には／¢／と

的なものも含まれているのであり．もし／¢／を無視すれば

（ ）が付くことになる

しかし日本語にも中国語とは性知が異なるが高さアク

，それはモーラ（拍）の狂さの差（あるいは無差）とt.・
上記の構沿式について行えば／C(S)V/とIMIとの間

る（あるいはない）のであって．これを弁別的と考え

-'中国語の／T/に兄合う成分が存在すると

中国語に

ロ． IT

七ン

って
． 
一
る

ヽ

C Vヽ(E)

(S)V E 

なおしてみると，両者の差異は次の2点にあることが分か

日・中両語の

従って音節を

であり．

してみると．

ついて G ぅヵ-"·•

造が単純である＞と

系には

ィそれらが日として中

,.レ-うがん兄るためiこは，41で検討した

不十分で．それらの成分に成り得る

る

次のようになる

26 

り～ー

03-

ur 
75 

150 

300 

600 

I, 125 

は次のようになる

253 
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一方，中国語の場合には次のようになっている（声調は一応無視する）。

I (M) V E 
1'9 + 3 + 3 + 5 = 30 

この合計30個の要素の可能な組み合わせの数は次のようになる。

① IVE = 285 

② I MV  E = 855 

合計 1,140

以上を要約すると次のようになる。

要素の総数 可能性の総数

(-l,, 

唸k

• • 9 ●し・—

--六4

日本語

中国語

6

0

 

2

3

 

1,125 

1,140 

~·(,. ・ • 

ヽ

＜要素の総数＞において日本語は中国語の87％であり，＜可能性の総数＞

において日本語は中国語の99％であって，両者はほぽ同じと言うことがで

きる。

4-3. 次に両国語で実際に使用される音節の種類はどれ位あるかを見て

みよう。

まず日本語の場合，4-2で示した①十②の中，実際に使用される数を

服部四郎氏は100とし，金田一春彦氏は109としている。③および④につい

ては，正確な数が計算されたことがあるのかも知れないが筆者は未見であ

り，また筆者自身も十分な検討を加えたわけではないが，／C(S)V/と/Ml

間には，／ J/Q／以外にも共起制限があるようである。例えば＜チャー＞と

かくルン＞といった音節はないように思われる。大体の見当ではあるが，

日本語で実際に使用される音節の数は合計 350種類位ではなかろうか。

一方，中国語で実際に使用される音節の数は，研究者によって異なり，

必ずしも一致していないが，例えば，中国語学習叢書編集委員会編<中国

語音節全表＞（江南淋院，1956年）によれば次のようになる。

① IVE =189 

② I MV  E =222 

合計 411
日本語の実際に使用される音節数がはっきりしないので，確実なことを言

うことはできないが，上述の 350という数字にそう大きな誤差はないと思

われるから，中国語の方が日本語より 6分の 1だけ多いことになり，まず

(254) 
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り•中国品の音団ー 11 -

と言うことができる

4 -4. 4-1~3の検討を涌じて．音節を構成する成分，要索の数，可能

おいても，日・中把Jii百
の差が少ないごレヵ

しかし問題はこれで解決されたわけではない。それは 2-1の日本語音

1ばすぐ分かることである
が，中匡盃音節のt.i浩知月llの方がnk下＾二わト りひどく複雑になってい

!j限が厳しいのに反して，日」・

しているため．／C/を／C1/

V／との共起関係も整然

i広氏の構澁規則のよう

則では処理できない所

ある
→ ● 

如f0]が，／IIと/VIの共

． したがって，／I／を／I1-s./の

13を兄れば分かるよう『'-•
則の送用を指示する況控，，i）指定も，非常に複郷こなるのである。

4 
0 -し‘”贔ー ·--~...:..o、一 I,,ー、っ urC ・ ツヽ -,°'ノ'

m.a__ --, 4 -’→ -.,.... -~ -し...---▲ ● ●量 a 幽..•·- -

る成分，要素の

れにおいても，

tり非霜に複雑で
ある。したがって．n本；立の行節構ぶのガが中lKl、，jのそれより簡単であ

を使えば，よ り ＂整然＂ とし

う

6 ←-1. 

女

＂ 

Jr,・!人がH本語の発音を，日本人が中

幽点を指摘しておきたい。

人女性と，

• I・で次の硲のアナウンスを．H 

ていたが，20分間の休憩に入る

(255 
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前のアナウンスは，ご愛娯に日本人女性は中国語で，任さんは日本語でし

た。その日本語は＜休憩20分＞という短いものであったが，ひどく寸詰り

な感じがした。そこで，どうしてあんな発音になったのかを考えてみた結

果，次のような結論になった。 CI線は音節の境界を，＇線はモーラの悦界

を示す）

正しい発音

I kju : R I ke 

Iキュ ：―|ケ

中国式発音

I ikju I kej I 

Iキュ Iケィ 1

R I ni I zi : Q I pu 

-I二 Iジ ＇ッ lプ

Ill Zl 

ジ

I pun I 

Iプン I

ン
(5 音節 • 9 モーラ）

(5 音節 • 5 モーラ）

5 音節 • 9 モーラで発音すべきところを 5 モーラで発音するから，

な感じを与えるのである。ではなぜ4モーラ短くなるかと口えば，

由による

1.中国語には長音 ・短音の区別がない（注⑪〕。したがって，いずれも

短音のように発音する。一般に，中国人には＜ピル＞と/ビールノを

言いわけるのが困難である。 ＜キュー＞をくキュ2 と発音したのはこ

の理由による。

2．中国語には促音がない。したがって／ジッノがくジンとなる。

3．中国語では，韻尾が／¢／ （つまり韻尾がない）でも／j,w, n, ng／の均

合でも，音節の長さは大体同じである。

歌Ige  -う
根 1ge---n l 
給Ig e . j | 
「歌」のように韻尾が／¢／の音節も，「根」「給」のように／n,j/の音

節と，大体同じ長さに発音される。次の対照表は，声調が異ってもこ

の原則が動かないことを示すものである。（注J2J。

＜声調＞ ご韻尾／¢／以外> <..韻尾／¢／＞

声 束京 dongjing: 0. 24秒竺院 yiyuan: 0. 27抄
“ 祠答 huida : 0. 27'' 巴門 yamen : 0. 2611 
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// 点心 dinn.、• in : 0. 27'' 
屯話 d.

聾 guwu : 0. 27,, 
11 !!!im dianhua : O. 24,, 利益 liyi : 0. 27 I/ 

したがって．lプ：ン 1という 2モーラの音節を，lプン
の半分の反さでしか発音しないのであテ

1と日本甲

「憩」は Ike R Iと発音しても，Ike

たが．前者の坦合には，
1 Iと発音してもよいの

中国洒には長 ・短音の区別がないことと，

[Ke]と発音される音節が宇母Kの呼び名を除いてないという理由のた

'く発音できない。後者の坦合も，［k£]という音節がないため，

kc J Iと2モーラに発音することができず，近似的な発音 1kcj 
（「給」）で間に合わすのであるが これはアメリカ人が，英語に[ne]
という音節がないため，＜……ナノネ＞を＜…・・・ナノネィ＞と発音す
るのに類する

・.略．以上のような理由によって寸詰りな発音になるのである

憩＞く-—+＞＜分＞のいずれもが字音語であるが， 台考のため中古
示せば次のようになる（注釦。 （括弧内は日本語における変化）

枷 u、I(＜キュウ＞一＜キュー＞）

心，K‘Isi/（＜ケイ＞→＜ケー＞）

ni 

'31cp 

pi~n 

氏の談によれば日本語でも古い時代には，中国語の 1音固

,, 1モーラで発音したらしし％例えば＜凸博多紐三鋭三菩提＞は中国語で

9音節であるが，日本語でも最初は＜ア ・ノク ・タ ・ラ・サン ・ミャク ・

ン ・ポ ・ダイ＞と9モーラで発音していたが．平安，室町時代以降に日
化した発音になったらしい

5-2. 日本人が中国語を学否する場合の困穀の1つに．声調を習得する

ゴとの甦しさが学げられるが．大学で外国語教汀科目の単位をとることが

1的の，あまり真面目でない中国語学羽行の中に，次のような発音をす
るものがよ くいる

全 l国 l人 l民 l代 1表 1大 1会 1

quan'guo I :ren I min I dni I hiao I cla I hui I 

低 It1i I低 1 麻 l低 l麻 1低 1
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ればならないc そしてそのためには，さらに渓字音の拍数を知る必要があ

るのであるが日本語の漢字•音はすペー(1拍か2拍である。しかし両者の
比率はどれ位なのか，また決字音と音節の関係はどう fよ•っているのかを調
ぺるために次の表を作成した（注⑮J〔補注②）。

;.,、1表
日-,-"̀.. し→— - ユ`上テ”..し C ツ

T—-—- -T. 
一 ウ 工 オ カ

- - --- -- ―- - ---
21 5 5 I 1 

加 29 119 羽 :35 」 I. Ii, ＿ ＿ 1-9 汚 20 I 122 
1水 10 I 

20 
.回,.. 

2 65 | ,ム，，，勺
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ロ ー ワ I ~J=- 数じ「 L王類 1汁
路

31和 2t 一 了百 ， ←-5う 1 20 正尺6 181： •• ｛ o 0 41 ; _12 _.. 2,_42l-「...,，9・ユ 9
1 261 30 13. 

一門5「_1_,_441 , 33 卜12.
1 I 2 398 s3-- 19. 
3 一＿腕 ＿←．_!5.ー 2,492 I 54 21. 5 

毛
8t 1 I 

272 19 13. 5 1 -- 6. 6 
1,720 19 14.6 5.4 
42 

•r~ — • 

11 2. 1 3.8 
239 15 2.0 4.3 

ク 釘し 2~ |惑 2 -I -- 1-3~9 ー 31 6.9 ~ 寸o.76 715 35 6. 1 10. 0 
7 l 5 0. :3 1. 7 

、-- 65 27 | 
0 6 I 7. 7 ツ 99 38 4.9 13. 1 

661 47 5.6 13.5 
14 I 3 . 0.7 1.0 
57 | 

--~~ ~-I (）．5 -l 1.4 
ク 22 I.I 3. 1 

12~ 10 1.1 2.9 
21 

i-1- 1.0 I 
0. 7 

1 04 0.9 1.1 
ン 14 9)．7 0. 7 

89 :1 0.8 0.9 
75 7 3. -7 |―--2. 4 
345 1 ， 2.9 2.6 

ク 7 2 o.~ 0. 7 
35 I 2 0.3 0.6 

ツ ’l 3 I 
2 L 0.1 0. 7 

20 I 3 0.2 0.9 
35 7 1. 7 2.4 
193 I 7 

l.6 I 
2.0 —---...... 

ゥ 169 I 10 8.4 3.5 
948 10 8.0 2.9 

ク 18 
~ I 0.9 111 | 0.9 

15 7 2.011 ， す‘~.I 100. 0 
l邸 48 I 11,787 ; C• 100. 0 

: I 4 I -289 I / - ~ - -l 100. 0 
4 :l49 I ーニ 100.0 

角J11 ・四和中字典＞の「当用漢字音3ll表」による字
F段の数字li[u]辞典の「音訓索引」による字数を示す。「行i;,l索1l」
¥E字＂ ＂略字＂ ＂俗 字＂を別字，として社紅してある。

・ロ、 この及には乎げていないが． M字典の「音訓索りl」にはヘサム>＜ター
”rr一行があり．それぞれ": :. -.. ~ ~：丹、 9の 1 字ずつを乎げているc この表の字数

.. 2^字を加えてあるが．＇種類 itには箕人していない
269) 
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◎ I司字典の「音JII索引」は榔ン／！適＞を＜ヂャク＞（呉音）としてあるが，

この表ではヽ ゾ、・・ク/の中に箕入してあろ。

6-2. ますl拍の字音はどれかと言うと，2-1で示した日本語音節構造

規則の /C(S)VI に当たるものがそれであるか ら， この表の<—¢>＜—ャ＞

＜‘-ュン<..— ョ ノの梱に因かれているのがそうである。 そ して 2 拍の字音は
それ以外の欄に内かれているものであるが，1拍および2拍の漢字音の種

類，およびそれに所属する漠字の数をまとめると次のようになる。

字放の比率

I--I=-字；l拍％三 ； 1 拍％ロ字数計 劣
当用漢字 1, 485 24強 1,526 76弱 2,011 I二川却 l-i• 三―-24弱 1 9,012 - 76: □戸

100 

100 

種類の比：伶

1 拍 l-2 拍 計

種須数 1 。~ I 種類数 ob 
ー--種類-数 -1-

％ 

当用漢字 I 64 I 22強 1•一 225 78弱¥_. 289 100 

角川索引 75 21強 274 79弱I 349 100 

この表で分かるように， 1 拍の漢字は字数で全体の大体¼， 字音の種類で
％であると言うことができ，2拍の漢字が，字数の点でも字音の種類の点

でも，全体の大半を占めることがわかる。しか も字音語は2字で構成され

ることか多いから，2字の複合語では1拍と2拍の差が増幅されて，4拍

の語が圧倒的に多くなり， 3拍がそれに次ぎ，2拍の複合字音語の占める

比率は極めて小さくなる〔注⑯J。
6-3． 次に漢字音と音節の関係を見てみよう。 2-1で紹介したよ うに，

n本語の音節構造は

,IC(S)V(M)/ 

である。ところで第 1表は ‘‘現代仮名逍い＂によって表記してあるから，

(270) 
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次のように実際の発音と異なる坦合が若干ある。

a) -o +—ゥ—)-oR （オ段長音）
：口~ -u十ーウー》ーUR （ウ段長音）

- i +—ョウー→一joR （ヨ長音）

'二) - i +—ュウー→ーjuR （ユ長音）

,命 -e＋ーイー)-eR （エ段長音）

このことをふまえて第 1≫11)綬軸を検討してみると次のようになる。

-¢ ， 一ャ ， ュ—ョ＝／C 5 V/（ア行およびヤ，ュ，ョ，ツの頭子音は／＇／
である）の坦合。つまり/Mlのない場合。

ーイ＝ ／C(S)VM/ (/M/→/1 I,ただし／-cJ/のときはさらに／J/→／R/)

の場合c

ーン ． —ュン＝／LS VMI(I¥II→/N/）の坦合。

ーウ ， —ュウ ， ーョウ＝／C S VMI(IMI→/R/)の場合。

これから分かるように， ＜—¢>＜—ャ＞＜—ュ＞＜— u>はもちらん<-イ
9ーン＞＜—ュン＞＜ーウ ーュウ＞＜—ッウ＞の場合もすぺて 1 音節をな

すのである。縦軸で残るのは

ーキ

ーク，ーャク，ーュク，ーコク

チ

ーツ・へュッ

である。しかし， これらはいずれにしても＜ーキ＞＜—ク＞＜ーチ＞＜ーツ＞

で終っているのであるが，これらは中占淡品の入声韻比に由来し，それと

のOO係は次のようになっている。

-: } ·̀—/-K 

，ヽ｀
 

チ
ッ t

 
補注匂

そしてこの4音は，｛／p,t,k,c,s/｝の前においてほ／M/（実際には／Q/)とな

るのである。従ってこの4音が {/p,t.k,c,s/}の前に位屈しているというこ

とを条件にするならば，第 1表「日本決字・節の種類およびl,1音字字数表」

は，「「以凜字ff音節全表」ということになる

中「出面では音節全表を第2表のように声母ん“tt内に，韻母を横縦にし
ィ作成する。これに倣って／C／を縦軸に，／（S)¥ M ／を横軸にして作成し

(271) 
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e ●i ei i ia ie iIO 
IOU 
ian iD い、 iag u U• uo 四 i

ue, 
U•n 
ueo 
“̀崎・-゚oe OIB On iong 字計糧頚It字 ％橿m%． ゚e 10 OU ” en •ag eag er iu ui un oall 

¢ 8 5 S! 4 a!l ：公 13 2 4 3 l l4 l29 3ヽ 公 3S 4S 72 41 31 5ヽ “ U 19 4 “ ” 
20 17 10 1訳 公 35 S 2!I 1,091 ％ 13.5 8.8 

b 公i

｀ 
14 お 2'i Zi l2 16 12 61 1 1! 公 16 

" ＂ 
351 16 4.4 3.9 

p 12 公 ll lE 15 4 2( 4 14 19 ≪ 6 17 lS l2 15 29 ”‘ 17 3.4 ．ヽI

。19 “ 2 9 2! 31 S 21 9 l~ 公 3( 6 16 2 1f 

＂ 
14 23 I 331 19 4. I 4.6 

I f 11 I 即 l 2E “ 公：l公 95 235 S 2.9 2.2 

10＇ , I lS d 21 8 公 l 20 1! 3( 1 15 12 “ l lt 1€ 2 訪 21 公！ “ 1 19 函 お 4.8 5.6 

｀ 

公 E 1e 公 6 公！ ~ 10 お 7 lS 20 2 a: 2S i 4 1(l ” 
蕊 19 4.2 4.6 

＂゚ 
3 11 4 u I 10 2 ~ 1 Zi 15 6 E U! 1 2 li c ， 1 6 5 2 175 24 2.2 5.9 

I 17 1 10 ll 公 a: 21 2:. 19 1 81 I 17 u m u 23 加 31 4! 3ヽ 11 11 21 22 2 551 26 6.8 6.3 

I 12 ” 
1 i 1 2(J 公 公 1 11 11 62 H a:l ヽお 23 1 8 2i S57 IS 4. 4 4.6 

k 1 cヽ l◄ 1 ~ 6 11 € 10 4 1 1 0 6 13 29 3 u lE 8 223 IS 2.8 4.6 

b ｀ ヽ “ l4 :i 2E 17 祁 4 10 12 62 l! 24 8 “”  ll 2S 2 
40( 19 4.9 4.6 

i 115 4l 5 “”  76 3S ”“  “ 況 19 21 S 62: 14 7. 7 
3. 4 

q 訳 6 15 3 双 49 “a  公 “ 13 2ヽ t s 
函 14 4.8 3.ヽ

" “ 21 4.5 31 2 5 
19 3( ” a 11 472 l◄ 5.8 3.4 

Ib 2ヽ 公 11 I Z ぶ 27 Si u 27 92 印 、27 ~ 12 12 8 11 11 、9( 20 6.1 4.9 
ch 31 5 1( 15 2( “23 21 29 胡

｀ 
， S IC 13 10 10 lf 341 18 4.2 ◄. ◄ 

I l 
“l 2 2 4 I 公 I: “ 31 I◄ 

＂ 
72 “ ◄ 10 € ti 4 ~ 6 351 19 4.3 ◄, 6 

l 
r 3 8 6 7 公 1( 3 1 21 1 8 g 2 2 14 l lt 15 1.4 3. 7 

I ， 14 IC 2 11 e l: 1 9 10 “ 11 22 IC 7 5 1: 如 17 2.5 4. l 
l 

C s € ll 3 5 3 13 l 1 5 Ui 13 16 

＂ 
8 7 I~ 16 17 2.0 4.1 

I 

＂ 
1 1 ! 1E S l ， I ì a 16 16 6 8 1E l!M 16 2,4 3.9 

lit 計 蕊 113磁 4 ZU! 1411 332 224嶋2219(269 匹 lヽ珈 732 10 214 279 167 諏 194 13e ”‘ “2 61 272 41 262 16(1 131 95 22i 27ヽ 91 lll “ “ &“ ／ 100.0 ／ 
内 18 € 1 6 1 17 l : 18 U lS I l9 19 I 1 l l E 11 11 l l l 9 E 11 19 1 1 c 7 13 I : 14 7 lヽ t € ヽ 4 ／ヽ lヽd/ 100.0 

で 3 7 I. ◄ 3.3 o.c 2. 8 1. t! 嶋．12. 8 5.2 2. ◄ 3.3 2.1 0.2 3.8 9. I 1. 3 2. 6 3.5 2.C 4.e 2.ヽ 1,1 3. ◄ 7.9 0.8 3. ◄ O.E 3.2 2.0 1.1 1. 2 2.8 3. 4 1.1 1. 4 1. 2 o. 7 100.0 ／ ／ ／ 
守 4 4 1. i 3.9 o. 2嶋．I 3. 7 4. 4 4. 4 4.6 ≪ I ．ヽc4.E 0.2 I, 7 2. 7 l.f 2.1 2.7 2.( 2.7 2.2 1.E 2.? • . e 1.7 3. 7 l. 7 3. 2 3. 7 3. ◄ 1.1 3. ◄ 1.5 1.! I. C I. 0 1.0 ／ 100.C ／ ／ 

ー

2
8

-

E{, ' .. 

．`
 ．
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キこのが．

＇よ．日

19il 

:, 3表の「（条件付き）日本撲字音音節全表」である。第2表に

字音の分布状況と対照させるため，＜新蔀字典＞ （商務印杏館，

1次印刷本）をn料として．その音節に所屈する

2
 

.'hm'1字．．hng.l 字． 9'io• 3字． ‘m'3字． ’ǹ3 字． ．ng• 3 

字としてしか使用されない

するものは．別字として

名を含めると8,500

>179 

-·キ—る

63 

した「

ィいるが．それによると字

(273) 
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第3表 日本漢字音音節全表

直 音

〗a
t
l
ニ
バ
kuku2116
□
126-853-

ァ

71al

30
-

20158

-
744[

>

7
a

21-29122-631
一，61
-
ー

，
 

-I
II
]
 

l

一

カ

ガ

ー

1

ア行 ¢

サ I/ S 

サ// z 

ー 2
 

アン

an 

領

I ィ Iィキ 1イク
i I iki I iku 

ー 4 1 21 1 1 1 1 
-皇 -且i--i l8 

夕／／ t 

ダ II d 

ナ II n 

ハ II h 

1-:tl-t 
42 I 84 

44226
-
8
3
9
1
0
9
7
2
 

35 ー

_j_____l_l 18 

227 1 | 12 
-I 

11 

58 

46 4
 

246 l—-—i •--

1

0

3

 

ー

36 
| •I -

6

4

 
4
 

11 131 11I L5 
一ー' 1~旱ー亙L←__i_l_lL 

4 1 7 l 2 

一旦-星-—込 ＿ ー
1 

-|ー-1-
10 I 8 I 1 

55 L一且i|-

2
 
7
 

1

2

2

 
2
 

8
 29 

19 

1 88 

2

4

 

1

2

 

ー

—I l— I I 

ノ'¥ // bl 
2 8 

14 33 

3 
|-

マ 11 m I 
5 

|-;,,-:Iー：21 3 
18 I• 

ワ II WI 2 
12 

字数計I>65 ＼ 
種類計I
，字数 9oI 
|- 4 5 1 
種煩％ I3:7 

37 

5 I I 4 
34 --色一旦I—
2

5

4

5

 
ー

ー

12
一
8501

こ口
＿□-⑬
[

|
l

ー

1
|
|

＿
|

—
―
ー

2
4
5
4
1
-
2
1
5
1
3
1
7
4
6
1
3
1
3
5
い
い

5

]
1
 

ー一
2

15 | 2 6 1 
112 l 60 1 126  
亘塁--15□l
13 1 11 1 10 
13 11l 

5.6I戸
7 l 121 
0. 0 1 1. 3― 

5. 3 3. 0 0. 1 1. 4l □□ 3.5 旦 3.2 2.0 3. 51 

4 1 4 1 1 

2];|―丁|_5
互ー皐9--—L--
7 I 5 

39 ~ 1-1——-
4 3 

- _j  

1

3

 

1

6

 

9 1 10 
2ピ 64

5 1 6 
6 I 6 

0. 4 l°.5 
立仁 0.5
1. 7 | 2. 1 
1.1-J__l. 7 
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^ 1 I 

ア行¢
^ 1 ．̂ I 

35 2 I—• 5 ―̀― 
l― :l I 

121 12 2 4 カ，"k' 
22 i 

1 
2 69 89 2 11 23 

'I g 乙i 2 3・ 3 
22 1 ー・ 27 ， 5 
27 5 

~---I•一

3 
14 |-

1 
119 29 : ＇ 62 19 l l 2 -r ―-― 

z ム 8 i 3 

斗 59.l-- lb l 16 I 1 —-—, 
,, t i 

1 I 
2 6 1' 3 2 
11札 --32-|--5 | 18 2 -r i i 

d 

'， n 1 

31 20 L j 
4 

郎211 2 1 9 l 2 7 
3' 26 I 27 34 ー 32 ・ 22 39 

3 7 l 2, 3 
291 _48 -

I 

!— 1 -,―--
マ I/ m 1 I 2 

I 
17 --「I' 

ラ，／ r J 7 r 2 4 

lo l 38 l 2 26 21 

I 
----- ,•—-— ., 

| 

ヮ、／ w '

I I 

-f• 数 nt
6, 23 I 87 l 

3: l 231 11 3: I 22 : 137 11 496. 119 66 I 46 I _ }13 
4. 8 I l l l 10, : I 5 I 1 I 31 6 7」- -10 11 __ 11) 刃一 4 ＇ 4 
0.3 : 1.1 4. 3, 3. 2 l 1. 1 I o. s I o. 41 0.3 I I 

0.2 l.~2 I 4.2_; 3.4 1.0 0. 6 I 0.3 0.4 ••• -- -- L • I"•- ェ.....

彩！ l. 4 l 2.8, 3.8l : 3.5 1:._;J 4 1. 7 0.3 j 1.0 
2.9 3→. 2 一 l i 1 l._4J 2.0 3.2 1. 2し l'...2
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直 音 韻

工 エイ エキ エチ ェッ エン オ ォー オク

e e1 eki I eti etu en ゜
00 oku 

ア行 ¢I 5 10 6 4 13 1 13 4 

19 65 27 21 126 20 79 7 

カ// k I 5 27 7 29 19 60 ， 
26 142 13 4 69 165 99 371 33 

I 

ガ I/ g I 3 3 3 
1 11 13 8 2 

19 23 19 1 21 66 絡 48 2 
I -

サ 9/ s | 
2 30 14 10 24 11 30 ， 
5 136 68 4 48 214 61 217 36 

＇ 

ザ I/ Z 1
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2 1 7 

-1-上|ー-旦
7
3
1
3
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6
1
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ナ
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1
4
-
4
2
7
-
3
1
0
-
3
2
8-

;

126
-
6
4
7
-
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6
3
6
-
7
2
1
-
2
1
4
-
3
4
1
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7
3
8
5
4
5
-
3
2
3
一
5
4
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-
＿
ー
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-
l
1
4
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2
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3
6
2
4
0
1
0
1
2
⑬

5
旦
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一
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□
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2
1
7
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2
2
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ー
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3

 

1
0
6
8
1
7
7
1
8
-
1
1
7
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-
ロ
-

」

2
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一
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3
 

ラ I/ r 

ワ// w 
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 -i|—一旦I-」

6
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2
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4
4
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ーご
i
-
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2
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2

3
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2

5

 

n
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行

I― 
イ

oti otu on ya yaku yu yui I yuu I ！ yuku 

l5 2 | 
3~ I 5 I 

I l 5 

4 2 I 15 2「 5 l 30 38 I 71 
1 ＇ 1 12 .~ 3 | I 20 り

3,, 22 74 1ト 16 I 91 

l 
I --

3 2 I I 
1 

:1 7 

5 l2 I 81 14 22 6 
25 49 47 54 ! 113 3 1 

1 
: ． I 3 7 11 1 ,z 

叫3 918 ! 41 4 
＼ 

l 1 1 

32 l I 
l― 
10 I 8 | 59 

d 2 
l 

2・ 11 

n :, 

4 I 3 
l 1 1 

I 
h I ; i 3 l 

| 

2 l9' 
7 I・ 1 

b l i 2 1 

12 11 - l fi. _j 
l 2 

1 l | r 

3 I 
4・ l m 

l I, }4 I' 6 
| 

1 I 

, l l 6 r ,, 
" r 

3, 41 

39. 16 27 26 2 90 i 7 
11 73 240 72 162 142 I 4 」 416 35 

7 11 4 910 3! ; lーば1 2 12' 6 11 卜
I 

2 5 9 5 

1.9 0.8 I l. 3 1.3 
0.6 l. 4 1.2' 0.0 
3.5 I 1. o 0.3 

1. 4 2.6 I 3.5 l. 7 ; 3.2 I l. 4 0.3 2.9 
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拗 ff 韻 字 種 l :i.: I種

ュツ 1 ュン 1
＂ 

可1-•- S 1 11ク 放 類 i故 i煩

yutu yun I yo yoo yoku 計 ,11・ I 名・ 1/°0 ’ 

了 ti. ¢ I 5 
20 5 176 3 1 |． 8, 8 | l (），7 

27 136 21 I 1. 162 34 9. 9 9. 8 
カ！' k

I 9 27 3 417 28 20.7 9. 7 
47 188 20 2,493 33 21. 2 9.5 

ヵ• // g 
-I 

3 6 1 107 24 5.3 8.3 
13 30 3 593 28 5.0 8. l 

サ I/ s 1 3 
， 59 ， 447 ?4 22.2 11. 8 

6 46 63 303 52 2,442 37 20.7 10. 7 

ザ I/ z I 2 11 7 22 1 139 28 6.9 9.7 ， 37 28 100 7 639 31 5.4 8.9 

夕 I/ t 
2 23 2 j 209 27 10.4 9.3 

5 6 24 122 14 1. 292 33 11. 0 9.5 

ダ／I d I 47 11 2.3 3.8 

1・ j 
245 15 2. 1 4.3 

ナ II n 
2 36 14 1.8 4.8 
3 13 153 24 1. 3 6.9 

ハ I/ h 
8 171 25 8.5 8. 7 
55 6 1,080 31 9.2 8.9 

パ,,b 5 94 20 4.7 6 9 
29 601 27 5. 1 7.8 

- -
-’ 'I In 

4 59 19 2.9 6.6 
21 292 23 2. 5: 6.6 

ラ I/ r 
3 14 2 102 24 5. l 8.3 
15 87 ， 743 27 6.3 7.8 
1- I 

7 11 0.3 3.8 
48 12 0.4 :~. 5 

3 14 40 189 23 2,011 100.0 ／ 

20 89 220 1,084 132 11,787 
_/ 100.0 

2 2 8 11 l 7 ＇ 289 100.0 
6 

3 3 8 11 I 8 I 347 ／ 100.0 

0. 1 j 0. 7 2. 0 9.4」←-l-.-c1 100. o 
0.2 0.8 1. 9 _ 9_:_ 2 1. 1 100. 0 

0.7「0.7 2.8 3.8 2. 41,..,- 100.0 
o. 9_ o. 9 I 2.3 3.2 2.3 ,/ 100.0 

tl:G) 」： ・ド段の数字の米臥迅．第 1衣 0)出9に同じ

◎ この第 3 及ば松鳴氏 「lli1 音耶―-I~本の淡語 （字行話）と中日証の
令ー」（＜ぷ！i生活：179'J.41年8月り）に載せられているほぼ同様のよの枠組 I l l 
砂間］させ-（もらった-r改 については，第 1表から転記したものであって、松 i-
氏の字数と若千汎なる（注lt_、
3 第1臨注＠のく＿砂サム＞＜丹タニ;,.および第 11i.に戟せられている＜即
ゃ＞＜贔ヒむ＞の4字は．第3及のiヤ組では納まるところがないので除外してある
が．字数計には狂人したっただし栢類計には冗人していない。

6-3. 次に第2表と第3表に基いて作成した，I司音字50個以上を持つ背

節り）五：表が第 4表および第5表である＾
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位表 （＜

-F 数 し 瓜 I 行節 1字
―——―ー ―- - C 7 ..  --. --―- 1 

1 yi 127 I I 8 li 81 i，i ． 15 I . b-i ・ !17 
2 』t 115 I 9 t---ji-~n 75 , !. 16 -iー- -- -ji一-ao -―  $ 

}'u 106 i 10 t }:an 72 :. 17 ［ ．1． 1c 51 
I | l 

fu 95 l ll i || - -shi t 72 ,18 xian 

94 12 ! ' wca l : 65, 19 zhu 
＇ I jl-- -

zhi 92 13 JU I 64, 20 gu 
ー...,, l 

• I 
qa 85 14 wu ~ 59, 21 hu 52 

：;5表 L]行字改50字以l:の漢字行ば位表（＜角川 ・江和

l当用
;~ I字数

91 コウ | 371 60 ・1 17 エン 12ti 13 

2 シ ・7 -ゥ — ， 303 59 --I I 18 ポウ 126 21 

3 ii l 24＝6 一―＿46ー I! 19 i， ブ1 122 29 

キ | 227 35 ~! 20 I I チ ，］ウ 122 23 

5 カン 226 44 I 21 イ 119 21 

220 55 |;-22 ソン '119 27 
| 

7 ゾウ 211 30 l 23 ヒ 117 18 
I 

ン 214 24 l1 24 シ←、 ウ ，113 , 22 
I 

9 キ rウ 188 27 , 25 クン 110 1:¥ 
l 

10 ケン 165 | I 29 I '26 サイ l04 

11 カイ 158 I i 20 11 27 ~ | v --Yウ 、100 22 

129.“ ホウ 157 I - 2-0 r 』,. 28'l ユ- - --- -9-9 19 
t ・ f 

13 ケイ 142 21 r!;: 29 l' —-_ ---―-'ウ--＿―- 97 _ -1-0 

r 
14 セイ ］36 30 Ii ao I カク 95 17 

15'.1ウ 136 20 l } 31 | }『..ウ 91 20 

16 1/イ 12s i l 21 32 l >189 12 
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3
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-
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4
4
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フ
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| 

セキ 1 
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ゲン
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順
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竺
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1

ー

―ー2
1

 

用
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，ー

塁
＿
＿

＿l
-

ー

—

I

一川
数

8
8
8
8
8
7

86 

8
4
8
0
7
9
7
5
7
4
7
2
7
1
6
9

竺
6
8
6
8
6
6
6
5
6
4

|
 

8

-
1
9
8
1
3
-
2
0
1
2
1
1
1
5
1
2
 
t

ヽ

14 

10 

11 

10 

11 

54 I サ i 61

55 I ソ I 61 

56 I iJン I 59 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

音

い旦
スイ―I
チ

チュウ

ギ

ドウ

ヒョウ

シュ

ゼン

サク

ハク

シコク

ハイ

リ

用
数

，

14
-
11

当
字

6
3
6
2
6
1
 

川
数

12

ロ
5
9
5
8
5
7
 
55 

54 

54 

53 

53 

52 

51 

50 

9

1

-
8
 

ー

8

4

-
7

8

8

 

ー

1--

9

0

8

 

ー

注④ ＜角川字数＞はく角川 ・淡和中辞典 ゾの「音JII索叫による字数を示す。

@ ＜当用字数 は同辞典の I当用漢字音JII表」による字数を示す。

第 1及～第5表の持つ詳細な意味ば、紙数の関係でここては述ぺられないので，近刊

日本語と中国語＞を見られたい。 (1973年 9月12日）

詞 もし ‘‘r化韻＂を考L姐すれは数かもっと培える。なお本稿でのノ中国語2 と

は，特に断わらないかぎり「普通話」<共通語 を意味す如そして北瓜恙の音韻体

系を「普通話」の音飢体系の規準とする。

注2 金田一春彦＜日本語音韻の研究/（束京堂出版 1967年）第3,'iiこ，‘‘汗11r・・

(280) 
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・ •一 !"'9-...一 ・ての詳しい肝説がある

1967年） p.172f.

Zadoenko r釈認芦汗mm研伽99,..^ 研究I
（＜中目函文＞79期． l9閲年

るい＇上 ●9

ヽる。例えば．松本昭「中困品

19 

HK入門中居函テキスト＞1968年10月号）
p.59. 

田正い「現代沼の汗韻J （＜中f..]・文化餃3.g四応＞（ふ•

いものでは1

引いている

「¢
.... .... 

か疑わしいのだ

区別が

安

作らi
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とを心得ておく必要がある。

注⑯ との漢字とどの漢字が結合しているかは実態濶在をすれば分かるが，将来ど

のような結合をするかをf測することはできない。それば文化の創造にかかわる問題

てあるからである。従ってここでは，すべての淡約が同{)粘合可能性を持っている

という前捉に立って論じている。

しかし実態はどうかと笛えば， I~語辞典をばらばらとめくってみるだけでも，字音

語は4拍のものか圧倒的に多いことが各鮎1..:..:分かる。

注⑰ 松本氏の論文は， 実は＜召語生活＞相談4咳宛のtR行の贋間に答えるために~!}

かれたものてある。ホ行は，このような問題はI14,;lt学行によって，すでにある程度飢

明されているものと思い，軽い気持で閃問したのてあるが‘月時，同．立国語研究所に

おられた同氏は，非常な努）Jを払われで1ワ実を溝任し，検討を加えられた。本稿の漢

字音の種類の項は，I司氏の論文に員うところが多い。この開氾して湖意を表する。

補注① ／l(M) VE•T/ という中国語の構造は，」咄漢語以来変化がないK 拷える

ことができる。

補注g)岩波全,IJ.A漢文人門 ＞の巻木に「字音かなづかい表」が1女っているがそ

の説明によると，へ漢呉音を通3Tし，両方に平複するものを一姐として数えると，約
412類であり，現代かなづかいに改めろと 300類ほどに減少する＞とある。この300t、リ

という数字は．第 lli:の349種類という数字とかなり食い逸っているかそれは、カ

ツ（月） ＞のような恨用音を 、漢文人l11l>が収録していないためレいわれる。

山m孝雄氏のく国語の中に於けろ淡話の研究＞では，呉音け365if頃i,t災音い299釉

頬てある

補注含 第1表を兄れば

キki:クku 1: 3 

チti:ツtu-1: 10 

つまり，中古淡語の/-k1こしろ／一t/ にしろ ， 0 本人は後もしのlii音として•/-u/ を使JIl
した場合の方が． i／ル使用したi玲より圧倒的に多いことが分かる。ことに拗吝-

は， ＜ーャク＞＜—ュク2<—ュツ＞＜こーコク＞のみがあって ， ＜—ャキ

チ＞＜—ョキ＞はない。拗音で<-ャキ、勺ゞなどが現わ ． 

れなかったのは，北京音の次のような介l.！J:とfiulじ ！摂
に同一の音が現われないという現象に平行するもの

である。

-iaw - —* -iaj 

-uaj―*  -uaw 

ちなみ，こド古漢加）｝、［嘩尾と撹音．呉音との対照

は次の通りである。

(282) 

印厄

誓i ツ ． Iク
-ィ，ル -—•—-
ク l
ク

チ

炸

4t 
層’‘ 

＾ 9

、“>
s
c
 り

h

t

・り

hu
が

,rd

人

9

,

 
＇ム
ー、
ー
l

．瞥

』

討0
ク
＂ヽ．．ヽ
、

~n鼻

•射ヽ
.n 
≫
ヽ

I~~ 
K, 

t→ 




